
【学校教育ビジョン】 ＜今年度の重点＞

1 自ら課題を発見し，主体的・対話的で深い学びで課題解決する力の育成【２条】 ○基礎的基本的な知識・技能を活用する力の育成　　　○自ら課題を見つけ対話を通して、主体的に解決しようとする力の育成　○家庭学習の充実　　　　

2 豊かな道徳性を育成する道徳教育の推進【６条】 ○学びのある道徳授業の実践　　　○特別活動や各教科等と関連させた道徳教育　　　○読書の量と質を高める指導

3 学校の組織力と教職員の指導力向上【１０条】 ○教職員が自己の役割を明確にし、組織的・機能的学校運営を推進　　　○密な報告・連絡・相談　　

評価の項目 今年度の重点目標 具体的取組 主担当 現状及び取組状況 評価の観点 実現状況の達成度判断基準 備考
判定結果

(中間)
判定結果

(最終)
今後の改善策

【成果指標】

Ａ 80％以上である

Ｂ 60％以上である

Ｃ 40％以上である

Ｄ 40％未満である

【満足度指標】

Ａ 90％以上である

Ｂ 80％以上である

Ｃ 60％以上である

Ｄ 60％未満である

【満足度指標】

Ａ 90％以上である

Ｂ 80％以上である

Ｃ 60％以上である

Ｄ 60％未満である

【努力指標】

Ａ 90%以上である

Ｂ 80％以上である

Ｃ 70％以上である

Ｄ 70％未満である

【成果指標】

Ａ 90%以上である

Ｂ 80％以上である

Ｃ 70％以上である

Ｄ 70％未満である

【成果指標】
Ａ 90%以上である

Ｂ 80％以上である

Ｃ 60％以上である

Ｄ 60％未満である

【努力指標】

Ａ 90%以上である

Ｂ 80％以上である

Ｃ 60％以上である

Ｄ 60％未満である

【努力指標】

Ａ 90%以上である

Ｂ 80％以上である

Ｃ 70％以上である

Ｄ 70％未満である

【成果指標】

Ａ 県平均を上回る。

Ｂ 県平均である。

Ｃ 県平均を下回る。

【努力指標】

Ａ 90％以上である

Ｂ 80％以上である

Ｃ 70％以上である

Ｄ 70％未満である

【成果指標】

Ａ 90%以上である

Ｂ 80％以上である

Ｃ 60％以上である

Ｄ 60％未満である

【努力指標】

Ａ 90%以上である

Ｂ 80％以上である

Ｃ 60％以上である

Ｄ 60％未満である

【努力指標】

Ａ 十分参画できている

Ｂ おおむね参画できている

Ｃ どちらかというと参画できていない

Ｄ まったく参画できていない

【成果指標】

Ａ 十分できている

Ｂ おおむねできている

Ｃ どちらかというと不十分である

Ｄ まったくできていない

【努力指標】

Ａ よくできている

Ｂ できている

Ｃ あまりできていない

Ｄ できていない

【努力指標】

Ａ よくできている

Ｂ できている

Ｃ あまりできていない

Ｄ できていない

【満足度指標】
Ａ ３回以上実施
Ｂ ２回実施
Ｃ １回実施
Ｄ 実施していない

【努力指標】
Ａ 十分努力している
Ｂ 努力している
Ｃ あまり努力していない
Ｄ ほとんど努力していない

 ・対外行事については、金明の特色（マラソン等）に特化して絞って参加していただきたい。
 ・情報機器の整備とﾈｯﾄﾄﾗﾌﾞﾙ対応の指導をお願いしたい。 ・先生方の働き方改革を推進していく必要がある。

　計画的に有効利用してもらいたい。
・今年度実施されていた「シルバー人材センター」による草刈りと老人クラブの除草作業の時期と内容を考え、

・小保連携は園児・児童にとって、とても有意義な取組であるのでこれからも継続が望まれる。

【２学期】　
 ・道路を横断してから止まってくれた運転者に礼をしている場面を度々見かけたが、礼儀正しく
   とても心温まる姿で大変よい。

B B

B A

B

B

A

・おたより・HPによる情報発信、授業参観・行事等への参加について
９５％以上の保護者が肯定的な回答。しかし、保護者・地域の方参
加型の授業が課題。
・道徳や総合的な学習等で地域の方の活用した授業を行う予定。
・地域の人材を活用するために人材マップを作成する。

・アンケートで、できている」と回答した教職員は、100％から77％へ
と減少。2学期は人権研究発表会のため、各主任がリーダーシップ
を発揮できる機会が少なかったことが一因か。今後は、「改善策集」
の実行を各主任が意識し、PDCAｻｲｸﾙを活用した学校改善を進め
る。
・各部での検討・伝達をしっかりと行っていくことを確認する。

道徳授業や総合的な学習などで保護者や地域の方と共につくる授業
を実施する。また、学年懇談会を年２回設定し、目指す学級・授業
像(重点目標「やさしい心・強い心」)について児童の様子を保護者
と共有し、双方向の交流を行う。

・児童の特性に寄り添った指導や支援ができていると答えた教職員
は、100%。担任以外の級外や専門機関が関わって、支援できた。
・保護者とも面談を行い、連携することができた。今後も継続する。
・今後も専門機関からアドバイスをもらい、児童の特性に寄り添った
支援の在り方を教職員で共有する。

学習のゴールを設定し、そのゴールに向
けて、意欲的に学習している。

児童の貸出記録
および「おすす
めの本カード」
を調査する。

学習のゴールに向けて意欲的に学習している児童が

・肯定的回答88％、否定的回答は4～6年生。今後も生徒指導の３
機能を生かした授業、宝物ﾌｧｲﾙの活用で自己肯定感を向上させ
る。
・笑顔カードや帰りの会での褒め褒めタイム等で自分の良さを教え
てもらう活動、行事等に目標をもって取り組む活動等も継続推進す
る。

道徳や学習の掲示等で、児童が学習面や
生活面に意欲的に取り組む掲示に努めて
いる。

A B

B B

B

児童が学習面や生活面に意欲的に取り組める掲示になるよう ・「さくら」の掲示板、「うれしい竹」は、子どものよい姿を見せることが
できたため、これからも継続していく。
・高学年を中心に子どもトピックスを広げることはできたが、新聞に
関心を持たせるために、低学年にも少しずつ取り組みを進めていく。

・95%の児童、91%の保護者があいさつがよいと回答。自分から挨拶
をする児童の取組を継続し、金明小学校の良き伝統をつなぐ。
・言葉遣いが良いと答えた児童は88→83%、保護者は86%→88%。休
み時間や放課後、保護者への言葉遣いを自覚化させる機会を設定
・保護者と協力して、言葉遣いを向上させる取組を継続する。

・いじめ問題について組織的に対応している教職員は100%。十分到
達しているとの回答は60%。未然防止に向け、児童の実態を児童理
解の会やビジョン会議で共通理解し、組織的に解決策を講じていく。
・対人関係や学習に困り感のある児童について、小さなことでも記
録を残し、いじめ案件について全職員で早期に組織的に行ってい
く。

B

B

C

・１年間を通して記録が伸びている児童の割合が半数に満たず、依
然として県平均を下回る結果であった。
・体力向上の取組として、児童が任意で行う活動を行ってきたが、児
童全員が取り組むことができる活動を提案する必要がある。
・結果を児童と共有し、児童が目標をもって活動できるようにする。

・ヘルメット着用率100％を維持するために声かけやおたよりの発
行、施設設備未修理箇所の早期改修に対しての連絡等に心がける
・今年度実施した訓練での成果を生かし、来年度も、教職員による
事前研修の実施や保育園との連携を密にして訓練計画を立ててい
く。

A

・「早寝・早起き・朝ごはん」ができた割合：保護者89%、児童91%。
・「ｹﾞｰﾑ・テレビ視聴2時間以内」ができた割合：保護者・児童80％
・教育講演会で長時間のｹﾞｰﾑ・ﾃﾚﾋﾞ視聴が与える害を啓発できた。
・健康カードの実施では再度危険性の指導と児童の自覚化を促す。

・4教科の活用力を見るテストの平均が73.3 %
・題意の把握，読解力を育成するため、国語の一人読み等を共通理
解してきたが、実践が弱かったので、実践に努力する。
・いどみでは、10分自力解決し、５分解説が定着。今後も継続する。
・キーワードに印をつけるなど題意に合った考えをできるようにす
る。

・月目標については、毎月、全学年達成することができた。
・「おすすめの本」の達成率は、８７％から９８％へと伸び、
殆どの児童が「おすすめの本」を読破できた。教師の声掛けや
図書祭り等の企画で図書貸出冊数は前年度より大きく増加。
・目標の「読書活動の楽しさを知る」ことには、課題がある。

A

・肯定的な回答をしている児童が９５％、
・目指す授業像、自分たちのめあて、ゴールの姿に向けて、児童と
教師が共有しながら実践を積むことができた。
・話す聴くの基盤づくり、自分たちで授業を進めることなど学年に応
じた目指す姿を職員間で確認し、深い学びに繋がる実践を継続す
る。

B

・学び合いアンケートの結果では、１０項目で90％以上。
・ペアやグループでの話し合い活動が定着している。
・「根拠をはっきりさせて話す」「自分の考えと比べる」「発言をつなげ
て学び合いになるようにする」と「つなげる」を伸ばす必要がある。
・低学年は話型を示し考えをつなげる話合いの基本の定着を図る。

A

・肯定的な回答が91.3％から93.1％と上昇。
・各学年で学習のゴールを設定し、それに向けた指導ができてい
る。
・金明っ子フェスティバルが発表の場となり、よい表現の場となった。
・教職員ｱﾝｹｰﾄは、評価観点が変更されず、結果がでなかった。

A

握力、上体起こしの記録が

C

A

１・２学期末に教
職員を対象にアン
ケート調査

B

B

自分のよさを知り、目標にむけて主体的に活動している児童が

いじめの未然防止、早期発見・早期対応
に向けての取り組みが、組織的・協働的
に行われている。

安全確保の組織的対応ができている職員が

A

A

特別支援教育
コーディネー
ター（山下・
作田）

規則正しい生活を送ることができたと答えた保護者・児童が

B

B

さまざまな訓練で、安全確保のための組
織的対応ができている。

児童・保護者が規則正しい生活を送るこ
とができるよう努めている。

児童の特性に寄り添った指導や支援ができたと答えた教職員が

各分掌が中心になり運営する部会制を、より幅広い視点からの意見
を取り入れることができる運営委員会制にし、また、決定事項を共
通実践していく必要がある。各主任がリーダーシップを発揮し、積
極的によりよい学校運営に関わる体制作りが必要である。

校内委員会を中心に校内研修会の企画、支援体制の充実を図る。担
任や支援員，地域サポート教員との連携を密にし、児童の特性に寄
り添った支援方法の共有に努める。

警察署と連携した「防犯教室」、保護者と連携した「児童引き渡し
訓練」、保育園と連携した「保小連携津波想定避難訓練」を行い、
児童が「自分の命は自分で守る」ことができるようなスキルを身に
つけることができるようにする。

毎年訓練を実施し、児童の危機への対応力を高めているが、継続し
て実施し、さらに危機に対応する力を育てる必要がある。

ふるさとについて学び、理解を深
め、児童のふるさとを愛する心を
育てる。

誰に対しても自分から進んで気持
ちのよいあいさつをする子ども，
自他を大切にし，どんな場面でも
相手を思いやる言葉遣いや行動に
気をつける子どもを育てる。

３年生は「地域のよさ発見」、４年生は「すべての人にやさしい町
づくり」、５年生は「生命や自然を考える」、６年生は「地域のよ
さ再発見・自分の夢探究」をテーマに掲げ、探究的な学習を進め
る。学習のゴールを設定し、児童が意欲的に取り組めるようにす
る。

児童会活動で全校あいさつ運動や笑顔カードの取り組みを実施し、
年間を通して自主的に『笑顔で元気に相手の目を見て』あいさつで
きる子やどんな相手でも仲良くなれるように相手を思いやる良い言
葉遣いや行動に気をつける子を育てる。

図書
（作田）

各学年に支援を要する児童が数名おり、教育支援員1人では対応し
きれていない。支援を要する児童の現状やより良い支援策につい
て,話し合う時間や場の設定をより充実させていく必要がある。

１クラスのため、友人関係の固定化、グループ化により、対人関係
で悩む児童が多い。児童の悩みを敏感に受け止める機会を適切に設
け、今年度設置されたスクールカウンセラーと適切に連携しなが
ら、いじめや不登校の未然防止・早期発見・早期対応となる積極的
な取り組みを組織的・協働的に進める必要がある。

生徒指導
（上木）

行事や学習活動では、目標をもって取り組み、ふり返りまで行うこ
とができている。しかし、児童の自己肯定感の向上が見られず、課
題となっている。「宝物ファイル」の取り組み方についても検討す
る必要がある。

⑤安全指導

④保健管理

運営委員会やビジョン委員会を定期的に実施し、校長ビジョンの進
捗状況を共通理解しながら、組織的な学校運営を実践するとともに
人材育成を図る。また、学校評価システムの活性化を図る。

教頭（中田）
教務（島屋）
生徒指導（上
木）

⑥特別支援教育
校内での支援体制を確立し、児童
の特性に寄り添った指導や支援方
法を共有する。

自分から進んで運動する子を育
て、児童の体力向上を図る。

保健主事
（山下）
養護
（平井(裏
谷)）

家庭と連携し、親子でよりよい生
活を送ることができるように努め
る。

体育
（天日）

⑦組織運営・業務改善

教員が子供と向き合える時間を主
体的に確保し、教員一人一人が
持っている力を高め、発揮できる
環境を整えていく。

⑧研修・若手早期育成プロ
グラム

学校研究を中心に授業力や学級経
営力向上のための計画的な研修を
位置づけ、人権意識や自己肯定感
の向上を図る。

各分掌がそれぞれの役割を果た
し、「チーム金明」を意識した学
校運営をめざす。【１０条】

教頭
（中田）
教務
（島屋）

教頭
（中田）
教務
（島屋）

教務
（島屋）

管理職や中堅ベテラン教員が若手教
員のニーズに寄り添いながらサポー
トし、それぞれのステージに合わせ
た実践的な指導力を身につけられる
よう校内研修を行う。

いじめ問題について、未然防止・
早期発見・早期対応のために学校
全体で組織的に対応する。

全校で道徳の重点目標にちなんだ掲示が教室前掲示コーナーや職員
室前の掲示板を利用して行われていた。新聞コーナーでは子どもト
ピックスを通して新聞記事に関心を向けるようにしている。

児童に関する事案や外部からの情報について、いじめ問題対策チー
ムを中心に報告・連絡・相談を密にし、組織的・協働的に即時対応
し、いじめや不登校の未然防止・早期発見・早期対応に努める。

災害や不審者に対する児童や教職
員の対応実践力を高める。

児童は、げんきの時間や体育の授業に意欲的に取り組んでいるが、体力テ
ストにおいて、走の運動以外のほとんどの項目の記録が県平均以下であ
る。

一校一プランでの取り組み（主に８ッピーポーズ、鉄棒の効果的利
用）について実施・検証を行い、児童の運動への意欲を高めること
により、体力向上に努める。

掲示
（島崎）

教頭
（中田）
教務
（島屋）

校内研修会やOJT研修会を行い全教職員で様々な研修を行い、指導
力向上を図っている。さらに、若手のニーズへの計画的な研修が必
要である。

児童は、自分から進んであいさつすることができるようになってい
る。しかし、声が小さく自分から進んであいさつができていないと
いう課題や、教室内では良いが、その他の場面で相手を思いやる言
葉遣いや行動ができていないという課題がある。

生徒指導
（上木）

月目標については、どのクラスも概ね達成できるようになってきた。「おすすめ
の本」の達成率は、昨年度2学期より朝読書の時間には、「おすすめの本」を読む
と決め、達成率が上がっているが、まだ達成率の低いクラスもあり、個人差も大
きい。全校で、週末に読書課題をだし、「家読」をすすめていく。読書冊数が増
加しているが、読書量には個人差が大きいため読書が苦手な児童も読書の楽しさ
を伝えられるようにしていく必要がある。

児童会
（荻澤）
キャリア教育
（島屋）

各教室前の道徳掲示コーナーや各教室の既習の掲示等の校内掲示
で、児童がやさしい心、強い心を意識し、学習面や生活面に意欲的
に取り組める掲示にする。

全体の校内研修会やOJT研修の外に若手を対象としたミニ研修会を
設定し、組織的・計画的に進める。また、日常的OJTとし、若手の
困り感に寄り添いアドバイスを行い、指導力力向上を図る。

年３回、早寝早起き朝ごはん、テレビ・ゲーム時短の習慣をつける
ための健康カードを実施する。さらに、ストレスを抱えている児童
の実態を把握し、解消できるように生徒指導と連携しながら保護者
の協力を求めていく。

健康カード実施期間中は規則正しい生活をしよう意識することがで
きているが，通常の生活においては、生活が不規則になってしまう
児童が各学年に数名いる。また、ストレスを抱える子も増えてい
る。

考え、議論する質の高い学びのプ
ロセスを重視した授業の実践を基
盤に、人権教育の視点を重視した
授業実践力をつける。【６条】

児童が思わず考え込んでしまうような発問の工夫や、思考を構築・
再構築させていく指導法や手立て、ふり返りの充実をさせていく。
特別な教科道徳では、「補充・深化・統合」を意識した授業を行
い、実践意欲と態度を育む。学び合いを基盤に、人権が尊重される
授業づくりを実践していく。

「いどみA・B」の時間を設定し、論理ｴﾝｼﾞﾝやアイテム算数、過去
問等を使い、読む力や書く力（活用力）の向上を図る。また、国語
科の授業の中で、読解力をつけるための手立て行う。

月目標と「おすすめの本」の目標の達成率が

②生徒指導

現在や将来に希望や目標をもって
生きる意欲や態度を形成する。

学級活動で「宝物ファイル」に取り組む。自己のよさや実現できそ
うな目標を具体的に考えて主体的に活動し、自己肯定感を高めてい
く。

主体的・対話的で深い学びで課題
を解決する力を育てる。
【２条】

「分かった！できた！」のある授業づくりの実践を通し、授業の充
実を図ってきた。深い学びにつながる学び合いの充実に向けて、主
体的に考える授業、思考を再構築する授業、ふり返りの充実、「補
充・深化・統合」を意識した授業（道徳）を推進している。

いじめ問題への組織的対応ができている職員が

主体的対話的に課題を解決しようとする児童が

活用力を見るテ
ストの結果を学
期ごとに集計

「学び合い」学習ルールを意識し、ふり返り
を充実させるなど主体的対話的に課題を解
決しようとしている。

１・２学期末に児
童・教職員・保護者
を対象にアンケー
ト調査

授業で得た知識や技能を活用し、
問題解決することができる。
【２条】

該当学年の各学期ごとの活用力問題に対
して理解できている。

４教科の活用力を見るテストのクラス平均が

「金明学び合いスタンダード」を基盤に、自分の考えを発表
し、交流できるようになってきた。さらに主体的・対話的で
深い学びで課題を解決する力を育てる必要がある。

読書活動の楽しさを知り、自ら進
んで読書する子どもを育てる。

学校図書館で週1冊以上借りることを月目標として設定し、目標達
成を目指す。読書の質の向上を図るため、並行読書として「おすす
めの本」を学期毎に設定し読破を目指す。読書マラソンとして、貸
し出し冊数と「おすすめの本」の冊数の合計で、年間目標（低学年
１人150冊、学年１人100冊）を設定して取り組む。

学び合い学習や児童会活動、係活動、サークルタイムなどを通し
て、主体的に自分の考えを発表したり、友達の考えを参考にして意
見を述べたりし、課題を解決する力をつける。話型から出て、自分
の考えを語れるようにしていく。振り返りの充実を図る。

児童が主体的に考え、他者と議論する質
の高い学び合いを、さらに再構築でき
る。

平　成　３１ 年　度

①教育課程・学習指導

総合的な学習
の時間担当
（荻澤）
各担任

昨年度の金明っ子フェスティバルでは、多くの学年が、総合的な学
習の時間の学びを発表することができた。また平和集会や能楽発表
会なども、学習の発表の場として有効であった。そのほかの内容に
おいても、発表会や新聞づくりなど、学習のゴールを明確に設定し
ていけるとよい。

教務
（島屋）
各担任

※【２条】は，いしかわ学びの指針１２か条「学びの１２か条＋」を表す。　　　　　は，今年度の重点目標を表す。　

研究
（可部谷）

論理ｴﾝｼﾞﾝやアイテム算数を使った活用力の向上に取り組んでいる
解説の際に問題解決するポイントを明確にすることを意識してい
る。問題を解く時間と解説の時間を確保し、結果のフィードバック
がすぐにされるようにしている。一人読み(国語の学習)の取組をす
すめている。

１,２学期末に児
童対象にキャリ
ア教育アンケー
ト調査

１・２学期末に児
童・教職員を対象
にアンケート調査

１,２学期末に児
童・教職員を対象
に学校評価アン
ケート調査

地域や家庭、学校で、自分から進んで気
持ちのよいあいさつをし、言葉遣いに気
をつけている。

加賀市立金明小学校　校長　　川村　聡子　　　印　　　

A

進んで気持ちのよいあいさつをし、言葉遣いに気をつけている子が

考え、話し合うことを通して自分の考えを深めている児童が

毎月の目標冊数の達成や並行読書(おす
すめの本)を進め、意欲的に読書活動に
取り組んでいる。

１，２学期末に児
童、教職員を対象
とした学び合いア
ンケート調査

・人権教育発表に向けて、指導主事を要請し、人権教育の視点をふ
まえた学活や道徳、国語の指導の在り方を指導案検討や模擬授
業・研究授業を通して教職員全体で研修できた。
・ランチタイムを利用し、月1回若手研修を行った。毎回テーマに沿っ
て話し合ったり、悩みを言い合ったりし、有意義な会になった。

７月、１１月に
教職員対象に調
査

１・２学期末に児
童・保護者を対象
としたアンケート
調査（健康カー
ド）

各種訓練、防犯教
室実施後に教職員
を対象としたアン
ケート調査

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学　　　校　　　評　　　価　　　【　　計　画　　書　　・　　報　　告　　書　　】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１・２学期末に教
職員を対象にア
ンケート調査

７月、１１月、２
月に４年生以上の
児童を対象に計測

教務
（島屋）
各担任

C

・退校時間目標達成率80％を超えた職員は3割程度。11月の研究
発表会に向けての取組が一因であるとは思われる。
・今後は、「削減」「時間確保」「効率化」、特に「意識改革」をキー
ワードとして、退校時間短縮に向けた取組を提案し、確実に実施す
る。

・家庭での読書の進め方について具体的に学校からお知らせしていく必要があるのでないか。

・家庭でゲーム以外の遊び方を知らない児童もいるのではないか。遊び方を学校で教え
ていくことも必要である。

⑨保護者・地域との連携
保護者や地域と連携した、笑顔
いっぱいのあたたかい学校づくり
をめざす。

自分のよさを知り、目標にむけて主体的
に活動している。

児童が心安らぎ，学習意欲の向上
を図る校舎内外の環境づくりに努
める。

児童が、運動に意欲的に取り組み、体力
向上に努めている。

③キャリア教育・進路指導

⑩教育環境整備

B

教職員の異動に伴い、引継ぎがスムーズに行われず、校務に時間がかかる
現状がある。ＩＣＴの効果的な活用や事務職員との連携により、効率的な
校務の在り方を構築する必要がある。また、対外行事等において専門的な
知識をもった地域の方々の活用を進めていく。

保護者や地域の方を外部人材を活用し参
加型の授業をしたり、双方向の情報交流
をしたりする取り組みを行う。

校内若手教員研修計画により、定期的研
修会の取組を行う。

C

定期的な研修会が

学校側からの情報発信が多かったので、保護者や地域の方参加型の
取組(道徳や総合的な学習でのＧＴ招聘)を設けていく必要がある。
また、年２回の学年懇談会を連携を図るために有効に活用する必要
がある。

B

ICT の効果的な活用や事務職員との連携、地域人材の活用を進め
る。

教職員を対象にア
ンケート調査

B

学校関係者評価

【１学期】
・道路を横断してから止まってくれた運転者に礼をしてくれる態度に児童の道徳心を感じる。
・地域の方から児童に積極的にあいさつをする、返すという姿勢が必要である。

ＩＣＴの効果的な活用や事務職員との連
携、地域人材の活用により効率的な校務
の在り方を構築することができている。

１・２学期末に教
職員を対象にア
ンケート調査

個々の児童の特性を理解し、指導の工夫
やよりよい支援に努める。

保護者・地域の方の参加型双方向の取組が

効率的に校務を進めること(退校目標時間達成等)が

各主任がリーダーシップを発揮し、よりよい学校運営に

１・２学期末に教
職員を対象に学
校評価アンケー
ト調査

保護者・地域の方
の参加型の双方向
の取り組み実施回
数

A

B

・校内研修で児童の学びの姿や指導の視点を、共通理解してきた。
・人権教育に向けての授業づくりについては、指導案の作成する上
で、指導事項の確認やめあてとまとめの一致などを学べた。
・各教科ごとの研修や人権に関する授業について、全体で共有する
機会を持ち、今後の実践に生かし、児童の学びにつなげる。

教師がめあてを明確にし、児童の思考を深め
る発問を考えて授業を行う。また、ふり返り
を充実させ、教師の適切な見取りで、めあて
達成のための手立てを行う。

校内研修会やOJT研修など、組織的・計画的に進める。また、発問
づくり部会、模擬授業、交流授業週間等を実施し、教師の授業力向
上を図り、共通実践の徹底を図る。

研究推進委員
会
（可部谷・島
屋）

発問づくり部会は、授業の展開や中心発問、深める発問を考える過
程で参考となっている。共通理解した授業改善のための大切な指導
事項を共通実践する必要がある。共通実践のための手立てをしっか
りとる。

めあての明確化、発問の工夫、振り返りの充実、学習状況の見取りが ７月、１１月に
教職員対象に調
査

ＰＤＣＡサイクルを活用し、教職員が一
体となり、積極的に学校運営に携わって
いる。

＜テーマ＞
やさしい心・強い心
を育て、笑顔いっぱ
いの学校をつくろう


